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─宮城県津波碑調査報告
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津波碑は生き続けているか

要約
東北地方太平洋沖津波はだれもが予想できなかったほどの大津波によって甚大な被害をもたら

した。東北地方の太平洋沿岸は近代以降でも 1896 年明治三陸津波、1933 年昭和三陸津波、1960
年チリ津波などに襲われ、これまで何回も津波を経験している地域であった。そのため、津波に
対しては村や町で命を守るための努力がなされてきた。その一つに、津波体験を忘れないため
に、津波記念碑を建てるということが行われてきた。しかし、今回の巨大津波によって、こうし
た過去の災害文化の記念碑も押し流されてしまったところが多い。過去 3 回の津波は岩手県の被
害が大きかったが、今回は震源が宮城県沖の断層も動いたため、宮城県の被害が過去に比べて極
めて大きかった。そこで、過去の津波で建てられた津波碑が今回無事かどうかを調べ、浸水域図
に今回の津波で壊れた碑、流されて無くなってしまった碑、現在も健在の碑の 3 種類に分けて地
図にその位置を示した。
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はじめに

東日本大震災発生以来、過去の津波碑（1896
年明治三陸津波、1933 年昭和三陸津波）に関す
る情報がメディアにもしばしば登場した。以前、
この地域の津波碑調査などに関わったことがあ
り
1）
、今回の巨大な津波で碑は流されてしまったの

ではないかと気になっていた。しかしながら、直
ぐには現地に行くことができなかったが、7 月末
に岩手県沿岸部の釜石周辺を調査することができ
たので、簡単な報告をした

2）
。

今回の津波は明治・昭和の過去 2 回の津波とは
比較できないほどの大きな被害を岩手県、宮城
県、福島県、茨城県、千葉県にまでも及ぼした。
いうまでもなく、福島県では福島第一原子力発電
所が破壊され、放射能に汚染された地域は福島に
限らず、栃木・群馬・千葉・埼玉・東京にも広
がった。幅 2km、長さ 500km の長大断層は、複
数の震源が連動した結果ということであるから、
被害範囲は過去 2 回の場合とは格段に広範囲に及
んだ。また、今回の震源位置から、過去被害が大
きかった岩手県に比べ、宮城県沿岸部は予想を上
回る被害を受けた。そこで、多少の調査漏れがあ
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るものの、全体の動向をほぼ把握できたので、以
下で宮城県について報告をする。

1 明治・昭和の津波被害と平成の津波

簡単に過去 2 回の被害の概要と、津波碑がどの
ように建立されたのかを述べるが、まず、津波碑
を建立する根拠となった過去の被害の概略を説明
しておきたい。

図 1 は『宮城県昭和震嘯誌』
3）
に掲載された昭和

三陸津波の宮城県の浦々の被害地である。この図
で判るように、岩手県に続く宮城県北部は岩手県
と同様なリアス海岸であり、こうした地域で被害
が大きかった。同書に掲載された明治と昭和の津
波高の比較を示す図も掲載されている（図 2）。
昭和の津波で被害の出た町村の死者数を基準に明
治三陸津波の場合の被害を比較すると、表 1 のよ
うになる。桃生郡十五浜と牡鹿郡大原村を例外と
すれば、各町村とも明治の津波の死者が断然多い。

なお、表 1 は昭和 8 年の被害町村に対する比較
であるから、明治三陸の場合は、ここに計上して
いない町村の死者数を含めると、宮城県明治三
陸津波の死者数は 3387 人となる（『宮城県海嘯
誌』

4）
）。ただし、同書によっても、同じ町村でも

死者数に異動があるが、恐らく行方不明者数の扱

い方で数値に異動がでたものと推定される。
表 1 の被害の大きい町村を図 2 と照合すると、

昭和と明治の津波は震源域も津波の性質も異なっ
ていたことが推定される。

さて、本論は、津波被害についての全般的な問
題を取り扱うことは予定していない。ここに挙げ
た図や表は、あくまでも津波被害はリアス海岸の
場合には湾口の位置や地形などによって被害が大
きく左右されることを理解するためである。

表 1 死者の出た町村（昭和／明治）

郡 町村 昭和 8年 明治 29 年
桃生郡 十五浜村 69 58
牡鹿郡 女川町 1 1
牡鹿郡 大原村 62 1
牡鹿郡 鮎川村 1 ─
本吉郡 志津川町 ─ 371
本吉郡 戸倉村 1 64
本吉郡 十三浜村 13 211
本吉郡 歌津村 86 799
本吉郡 小泉村 15 219
本吉郡 階上村 1 437
本吉郡 鹿折村 4 6
本吉郡 唐桑村 60 836
本吉郡 大島村 2 61

計 315 3064

図 1 昭和三陸津波の宮城県の浦々の被害地図
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2 津波碑の分布

青森、岩手、宮城の津波碑の分布状況は、明治
三陸津波で 124 基（岩手 114 基、宮城 10 基）、昭
和三陸津波で 150 基（青森 7 基、岩手 84 基、宮
城 66 基）、明治と昭和の被害を一つの碑に刻した

ものが岩手県 12 基、これに 1960 年のチリ津波碑
（岩手 7 基、宮城 5 基）が加わる

5）
。多少調査落ち

の可能性もあるが、ほぼ網羅した数値と捉えてい
ただきたい。チリ津波碑は防災を兼ねて道路上に
津波遡上地点を刻するものなど、形態も異なるの
で、以下では明治と昭和の記念碑・供養碑を中心
にみていくことにしたい。

図 2 明治と昭和の津波高の比較図
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さて、以上に掲げた数値から、明治の場合は岩
手県が圧倒的に多いが、昭和では、岩手県、宮城
県の津波碑の数がやや拮抗してくることがわか
る。実際の被害（死者数）をみると、表 2 のよう
になる。

表 2 明治・昭和三陸津波の死者数

県 明治 昭和

青森 343 30
岩手 18,158 2,658
宮城 3,387 307

計 21,888 2,995

出典：山下文男『哀史三陸津波』青磁社、1982 年

この数字から、昭和の場合には全体で死者数が
明治の場合の 14％程度に減少し、また、宮城県
の津波死者が 10 分の 1 以下になったにも拘わら
ず、津波碑が圧倒的に増える結果になっているこ
とがわかる。これには、被害の大小ではない要件
がかかわっていたことを推測させる結果である。

はたして、これらの津波碑は、朝日新聞社が募
集した義捐金 20 万円のうち、救済費に当てた残
りを津波碑を設けるよう指定された結果であった
のである。今、その経過を『宮城県昭和震嘯誌』
によってみておくことにしたい。

3 津波碑建立の義捐金

東京・大阪朝日両社は昭和三陸津波が発生し
た 3 月 3 日の翌日から、紙面を通じて「救援同情
義金」を募った。1 口 1 円以上とし、5 月末まで
に 21 万 2997 円余が集まった。こうした災害の際
の義捐金募集はすでに 1885 年の大阪洪水以来新
聞社の事業として定着していたから、朝日に限ら
ず、東京日日、大坂毎日、報知、読売、時事新報
社など、中央紙の各社、東北に限らず、中国・四
国の地方各紙が競って募金活動を展開した。し
かし、朝日新聞社が特異であったのは、21 万円
余の義捐金のうち 16 万円余の救済費の残り 5 万
円余を「災害記念碑」の建設資金に指定し、被
害 3 県に配分したことであった。宮城県には 1 万

3115 円が配分され、県は被災した 63 ケ町村に津
波碑の建立を指示した。1 基 208 円 17 銭、記念
碑の大きさを「高サ五尺、幅二尺五寸以上（台石
ヲ含マス）」と、「被害状況及津浪ノ来襲セル地域
等後世ノ参考トナルヘキ記録ヲ表示スルコト」と
したのである。

また、参考として、「地震があったら津浪の用
心」という標語案が掲げられ、また、碑の裏面に
は「此の記念碑は朝日新聞社へ寄託の義金二十余
万円を罹災町村へ分配した残額をもって建てたも
のです」という文面を記すことも条件とされた。
その結果、宮城県は明治の津波では、供養碑を建
立する例は少なかったものの、昭和津波の場合に
は一挙に建立例が増えたのである。

その際に指定された 63 部落として挙げられた
村・部落名について、東日本大震災後の津波碑の
状況調査の付表 1〜4 の備考欄に挙げておく。こ
れが現在の津波碑の存廃を判断する根拠ともなる
からである。今回調査した碑の流失・倒壊・健在
の有無を表 3 にまとめた。

表 3 宮城県津波碑残存状況調査

表番号 流失 倒壊 健在 未確認 計

付表 1 4 11 14
付表 2 7 5 4 16
付表 3 9 9 12 4 34
付表 4 2 1 3

計 18 19 27 4 67

今回調査した津波碑の地点を浸水域との関係が
把握できるように、原口強氏による『東日本大震
災津波詳細地図』上巻（青森・岩手・宮城）の地
図上に番号で示し、当該番号の津波前と津浪後の
碑あるいは付近の状態を撮影した写真をセットに
して地図を添える（付表 1〜4；付図 1〜5）。付
表の no . と付図上の番号は対応させてある。本図
は大邑潤三の作成に掛かるものであり、使用した
基図、その他についての解説を注に付した

6）
。これ

らの付表と付図によって、浸水域と津波碑の残存
情況が一目で把握できるはずである。今回の津波
被害が地域の文化財として 100 年以上前から存在
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していたものを破壊し去ったことがわかる。
津波前の写真は基本的には卯花政孝が 20 年以

前から撮影して来たものである
7）
。写真の状態が悪

い 1 部のものは「津波デジタルライブラリー」
（http://tsunami .dbms .cs .gunma-u .ac .jp/）に掲載
されたものをダウンロードさせていただいた。参
考までに宮城県では数少ない明治津波の供養碑と
昭和の朝日新聞指定の津波への警句を刻した碑の
事例をいくつか挙げておく（図 3,	4,	5,	6 参照）。

注
1）	 	 北原糸子「東北三県における津波碑」『津波工学

研究報告』18 号、2001 年。
2）	 	 北原糸子「蘇らせよう、津波碑の教訓」『建築雑誌』

11 月号、2011 年。
3）	 	 宮城県、1935 年。
4）	 	 宮城県、1903 年。
5）	 	 注 1 参照。
6）	 	 宮城県の津波碑図の解説（大邑潤三）。
	 津波碑の位置については、卯花政孝の被災前調査

データを参考にして場所を特定し、各石碑の位置
データを作成した。また津波浸水域のデータは大
阪市立大学大学院	 原口強氏が Web（東日本大震
災 津 波 現 地 踏 査 報 告　http://www .jsgi-map .org/
tsunami/earth .html）にて公開している kmz ファ
イルをダウンロードして shp ファイルに変換し
た。これらの各データを地理情報分析支援システム
MANDARA（Version	9 .35）にて展開し、背景に国
土地理院の電子国土 Web システムから提供された
地図を配した。津波碑には北から 1〜67 番まで通
し番号を振り、被災後の津波碑の状態を流失 = 赤、
倒壊 = 黄、健在 = 緑と分類してそれぞれ色分けし
た。こうして作成した図に卯花政孝撮影の被災前写
真（左）と被災後写真（右）を並べて表示し、石碑
番号と対応する番号を付した。

7）	 	 卯花政孝「三陸沿岸の津波石碑─その 1・釜石
地区」『津波工学研究報告』8 号、東北大学工学部災
害制御センター、1991 年；「三陸沿岸の津波石碑─
その 2・三陸地区、その 3 大船渡地区、その 4・陸
前高田地区」『津波工学研究報告』9 号、東北大学工
学部災害制御センター、1992 年など。
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付表１ （図 1に対応） 宮城県津波碑調査（2012/03/11〜13）

no. 碑番号 場所 存否 県指定 メモ

1 唐 1・S
本吉郡川唐桑町
字港（旧大沢村）
賀茂神社

倒壊、割れ部分本
体から外れてあり 〇

3 月 13 日調査、国道 45 号線工事（昭和 40
年代）以前は港部分にあったが、工事後は
神社境内にあり。今回津波で崖崩落ととも
に倒壊、既に碑の上部は割れ、鉄で固めて
いたが、今回は外れ飛ぶ。

（流出 140 戸、死者 36 人）

2 唐 2・S 本吉郡川唐桑町
字只越 山際に健在 〇 付近家屋総て流出

3 唐 3・S 本吉郡川唐桑町
字石浜 路肩の上に健在 〇 民宿なぎさの看板近く

4 唐 4・S 本吉郡川唐桑町
字御崎　 ビジターセンター内 〇 昭和 59 年宿から移転

5 唐 5・S 本吉郡川唐桑町
字小鯖 健在 〇

6 唐 6・S 本吉郡川唐桑町
字鯖立（しびだて）

八幡神社階段脇に
あり、台座多少損ず 〇

鯖立港、地盤 80cm 以上下がる、仮の護岸
設置、3 月 12 日死者の清め（浦祓い執行 ;
神主 2 人、村人約 20 人集まり、海に向か
い祓いの行事（全壊戸 74、死者 17 人）

7 唐 7・S 本吉郡川唐桑町
字宿浦 早馬神社参道にあり 〇 5 年前に現地に移転、流出免れる、宿浦全

壊戸 200

8 唐 8・S 本吉郡川唐桑町
字舞根 健在 〇 港より高い地点の杉の蔭にあり

9 気 4・S 気仙沼市鶴ケ浦 御嶽神社階段脇 鶴ケ浦港、家屋流出甚だし

10 気 5・S 気仙沼市梶ケ浦
（二ノ浜） 道路脇に健在 〇 気仙と梶ケ浦漁港の両方から津波が襲来 ;

（旧鹿折）

11 気 6・S 気仙沼市小々汐
倒壊、根元から折
れて裏返しとなり、
防波堤横にあり

〇 漁港の家屋総て流出

12 気 7・S 気仙沼市大浦　
県道沿い、海岸線
沈下、台座とも倒
壊してあり

〇 この付近地盤沈下激し

13 気 8・S 気仙沼市浪板
道路拡張され、道
路肩の上、小野寺
宅の裏にあり

〇

14 気 9・S
気仙沼市東みなと
町鹿折川万行沢橋
付近

倒壊、裏返しとなる 〇 横の碑は健在、気仙沼市内、付近の市街地
はすべて津波襲来、被害大 ;（旧浜区）

碑番号の付された S（昭和津波碑）、M（明治津波碑）を示す。大島（長崎・駒形・磯草）の 3基は未調査。
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付表 2 図 2に対応 3月 24 日〜26 日調査

no. 碑番号M/S 場所・碑 県指定 周囲の状況 被害 メモ

15 気仙沼
10・M

宮城県気仙沼市波
路上地福禅寺 　 流失、行方不明

地福禅寺庫裏も屋根
まで津波、碑は行方
不明

付近高洋高校も3階
まで津波遡上、高校
生は地福禅寺へ避
難、そこから更に年寄
などを負ぶって逃げた

16 気仙沼
11・M

宮城県気仙沼市波
路上地福禅寺 流失、行方不明

地福禅寺庫裏も屋根
まで津波、碑は行方
不明

付近高洋高校も4階
まで津波遡上、高校
生は地福禅寺へ避
難、そこから更に年寄
などを負ぶって逃げた

17 気仙沼
12・S

宮城県気仙沼市波
路上字崎野 流失、行方不明

海の殉難者慰霊塔付
近の防潮堤の脇に一
面の墓地はすべて倒
壊、無残、墓石めく
れ、納骨所も浮き上
がる状態

18 本吉
1・M

宮城県本吉郡本吉
町大谷漁港 流失、台座のみ残る 瓦礫として処分

19 本吉
2・S

宮城県本吉郡本吉
町大谷漁港 〇 流失、台座のみ残る 瓦礫として処分

20 本吉
3・M

宮城県本吉郡本吉
町大森　清涼院 少々傾く 清涼院階段下にあり

21 本吉
4・M

宮城県本吉郡本吉
町圃の沢　淨福寺 健在 淨福寺境内にあり

墓石倒壊甚大、地福
禅寺坂途中に津波浸
水の印あり

22 本吉
5・M

宮城県本吉郡本吉
町小泉 総て流失 小泉の喪失度合甚だ

し、なにも残らず、 碑の痕跡もすべて流失

23 本吉
6・S

宮城県本吉郡本吉
町二十一浜 〇 健在

建物の背後、他の碑
と並立に建て直した
と推定

　

24 本吉
7・M

宮城県本吉郡本吉
町二十一浜 健在

25 歌津
1・S

宮城県本吉郡歌津
町港 〇 倒壊、あり 地盤沈下、浸水状況

のまま、土嚢で堤防

26 歌津
2・S

宮城県本吉郡歌津
町田ノ浦旭岡八幡
神社階段脇

〇 健在

八幡神社鳥居は倒
壊、砕けてあり、神
社は高所にあり、コ
ンクリート階段ひび
割れ

家屋ほとんど流失

27 歌津
3・S

宮城県本吉郡歌津
町石浜 〇 倒壊、林の中 道路付け替えで崖の

上となり、近寄れず

28 歌津
4・S

宮城県本吉郡歌津
町名足 〇 倒壊、板の上に裏

返し
コミュニティーセン
ターは流失、土台のみ

29 歌津
5・M

宮城県本吉郡歌津
町馬場 倒壊、その場にあり 五十鈴神社の鳥居は

倒壊

30 歌津
6・S

宮城県本吉郡歌津
町伊里前向 〇 なし、流失・不明

伊里前川にウタちゃ
ん橋のたもとにあ
り、忠魂碑などは倒
壊して残る

小学校庭に 40cm 浸
水、小学生は上の中
学校に逃げた。上下
伊里前で32名死亡、
うち 13 名不明
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付表 3（図 3・図 4に対応）2012 年 1月 25 日〜 27 日調査

no. 碑番号 場所 県指定 碑の状態

31 志津川 1・S 南三陸町細浦 〇 流失、不明

32 志津川 2・S 南三陸町清水 〇 現場になし

33 志津川 3・M 南三陸町海円寺境内
（市立公園）

29 年の津波に追善供養
碑 図 4参照

34 志津川 4・チリ 南三陸町松原公園④ すべて瓦礫置き場とな
り、不明 図 4参照

35 志津川 5・S 南三陸町松原公園④ 〇 すべて瓦礫置き場とな
り、不明 図 4参照

36 志津川 6・チリ 南三陸町松原公園④ すべて瓦礫置き場とな
り、不明 図 4参照

37 志津川 7・チリ 南三陸町松原公園④ すべて瓦礫置き場とな
り、不明 図 4参照

38 志津川 8・S 南三陸町
波伝谷（はでんや） 〇 海岸に倒れて、浪に打た

れていた、残存

39 志津川 9・S 南三陸町標石碑 流されてナシ

40 志津川 10・S 南三陸町長清水 〇 健在、山蔭にあり

41 北上 1・S 南三陸町大指（おおさし） 〇 倒れて残存

42 北上 2・S 南三陸町小指（こさし） 〇 神社階段脇に残存、但
し、神社は流失

43 雄勝 1 上雄勝町 2丁目 未調査につき除外

44 雄勝 2・S 雄勝町伊勢畑 未調査につき除外

45 雄勝 3・チリ 雄勝町伊勢畑 未調査につき除外

46 雄勝 12 上雄勝町 2丁目 未調査につき除外

47 女川 1・S 女川町御前浜 旧地名不明
以前に半分に割れてあ
り、針金で縛る、今回倒
壊、現場に割れた状態

48 女川 3・S 女川町崎山展望公園 旧地名不明 健在

49 女川 4・S 女川町旧女川役場敷地内 旧地名不明 倒壊、現場に残る

女川町役場すべて津
波被る、敷地内の津
波碑横の町長銅像は
倒壊

50 女川 5・S 女川町熊野神社階段下 旧地名不明 健在
女川町中心部すべて
破壊、山の麓のため
残る

51 女川 6・S 女川町高城（白）浜 〇 健在 この碑のみフロック
に囲まれて残る

52 女川 7・S 女川町野の浜 〇 健在

53 牡鹿 1・S 石巻市牡鹿鮫浦細田・熊
野神社階段下 〇 倒壊、片付け

（他の碑と一緒）

54 牡鹿 2・S 石巻市牡鹿谷川浜清水 〇 健在 道路沿い



36 研究紀要『災害復興研究』第 4号

no. 碑番号 場所 県指定 碑の状態

55 牡鹿 3・S 石巻市牡鹿谷川小学校下、 〇 移動して建て直し、存在

谷川小学校は 2 方向
からの波襲来を受
け、教室内に砂、清
水浜は谷の奥まで津
波襲来、砂門が畑に
残る

56 牡鹿 4・S 石巻市牡鹿新山浜 アリ

57 牡鹿町 6・S 石巻市牡鹿鮎川浜 〇 アリ

国民健康保険病院は
鮎川集会所になって
いた；鮎川漁港被害
大、クジラ博物館概
観保つ

58 牡鹿 7・S 石巻市
牡鹿十八成（くうなり） アリ

59 牡鹿 8・S 石巻市牡鹿小淵浜 〇 アリ 五十鈴神社階段下

60 牡鹿 9・S 石巻市牡鹿小網倉浜 〇 倒れそうだが、存在

61 牡鹿 10・S 石巻市牡鹿小網倉浜 〇 流れて、アリ
流れ、道の反対側に
移動 ; 小網倉分館流
出、ナシ

62 石巻 1･S 石巻市小積浜 〇 アリ

63 石巻 2･S 石巻市荻浜 〇 倒壊、アリ 26 日戻り、確認済み

64 石巻 3･S 石巻市桃浦 〇 移動、倒壊、アリ

付表 4（図 5に対応）

no. 碑番号 場所 県指定 碑の有無 周囲の状況

65 名取 1・S 名取市日和山 〇 倒壊、アリ 日和山の麓にあり

66 山元 1・S 亘理郡山元町坂元、津之
神社 〇 流失 坂元小学校も津波が

校舎内を抜けた

67 山元 2・S 亘理郡山元町磯浜漁港 〇 流失 漁港破壊、総て流失
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津波碑所在全図（宮城県）
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The Rediscovery of Tsunami Monuments: 
A Survey and Study of Tsunami Monu-
ments Preserved in Miyagi Prefecture

Abstract
The tsunami that struck the Pacific shore of the Tohoku region (Tohoku-

Pacific coast tsunami) in March 2011 was higher and more destructive than 
anyone predicted, killing more than 20,000 people and washing away thou-
sands of homes and businesses. The Pacific coast of East Japan has been 
assaulted by major tsunami numerous times, including the Meiji Sanriku 
Tsunami of 1896, the Showa Sanriku Tsunami of 1933, and the radiating 
waves of the Chile Tsunami of 1960 . The people of the affected areas have 
long fostered a disaster-prevention culture in their towns and villages to 
protect themselves against the damage of tsunami . Among these activities 
has been the erection of monuments to record the experience of the disaster 
so that people will not forget the tragedy that tsunami bring. We first studied 
these tsunami monuments more than 15 years ago . This study reports on our 
investigation of the condition of 67 monuments in Miyagi prefecture, deter-
mining which were damaged, which survived, and which were washed away 
by the 2011 tsunami . The damage of previous tsunami was worst in Iwate 
prefecture, but that of the 2011 tsunami hit hardest in Miyagi prefecture as 
the epicenter was located further to the south . We recorded the results of our 
survey conducted in three stages from December 2011 to March 2012 with 
photographs and by plotting on an inundation map of the region .

Key words:	 Tohoku-Pacific coast tsunami, tsunami monuments, tsunami 
experience, monuments, disaster-prevention culture
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